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市民センターにおける生涯学習事業 

区 小倉北区 センター名 井堀市民センター 

 

事業・活動名  

若い世代の市民センターきっかけづくり支援事業「いぼりん３D化プロジェクト」 

 

事業・活動の背景とねらい・目的  

井堀小学校のマスコットキャラクター「いぼりん」が 2026 年に生誕 20 周年を迎えること

を契機に、これまで平面で親しまれてきたキャラクターの立体化に取り組む。立体化に向

けた取組を通して、地域の子どもや保護者、地域住民が交流しながら「いぼりん」の新し

い形を考えることで、世代間交流の促進と地域のつながりを深めるとともに、多様な立場

の人々が地域活動への関心を高めることを目的とする。 

 

取組内容  

・当時の発案者である元 PTA 関係者や現在の PTA 関係者、まちづくり協議会役員など地域

の有志を集め、プロジェクトの趣旨を共有し、立体化に向けた意見交換会を実施した。 

・着ぐるみ、記念フォトフレーム、いぼりん３Dみこし、PR ポスター、いぼりんうちわ、

地域活動いぼりんバッジ等を制作した。 

・小倉南区で活動する「ぬっきーマン」をゲストにトークディスカッションを開催。地域

住民とともに、キャラクター活動を通して地域活動の魅力や意義について学んだ。 

・井堀まつりにて、着ぐるみいぼりん（試作品）をお披露目し、記念事業の PR を行った。 

・着ぐるみいぼりんが小倉北区・南区で開催の「ひなまつりスタンプラリー」に参加。地

域を越えて活動の場を広げた。 

・LINE オープンチャット「いぼりん応援隊」で着ぐるみいぼりんの活動の様子を発信し

た。（継続中） 

・井堀市民センターのインスタグラムに着ぐるみいぼりんが登場する動画を投稿し、様々

な地域活動や地域行事を発信した。（継続中） 

 

成果・効果  

・20 年前の PTA と現在の PTA、地域住民の多世代が交流する機会となり、新たなつながり

が生まれた。 

・着ぐるみいぼりんの制作過程を随時公開し PR したことで、直接制作に関わっていない

人も関心を持ち、地域全体でいぼりんを作っているような一体感と愛着が生まれた。 

・着ぐるみいぼりんの SNS 発信により、地域活動の楽しさを広く伝えるとともに、市民セ

ンターが親しみやすく、誰でも気軽に関われる場であることを伝えることができた。

（YouTube 撮影など、これまでになかった依頼や提案が寄せられるようになった。） 

 

今後の取組  

・生誕 20 周年記念事業の開催に向け、地域の様々な人を巻き込みながら企画・準備を進

める。 

・着ぐるみいぼりんを活用した SNS での情報発信を継続する。 
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他地域展開を見据えた視点・ポイント  

・事業を取り組むにあたり、いかに多くの人を巻き込むかが重要である。現在活動に関わ

っている人だけでなく、元 PTA 関係者など過去に関わりのあった人にも声をかけるこ

とで、多世代の参画と地域活動への再参加のきっかけを生み出した。 

・地域がもともと持っているキャラクターや行事などの資源・魅力に気づき、それらを発

掘して周年などの節目と結びつけることで、事業化につなげた視点がよかった。 

 

活動の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域・人づくりアドバイザー、地域・人づくり担当補佐の関わり  

館長の発案に対し、本事業の活用を提案するとともに、予算面を含めた運営全般について

助言を行い、事業化を支援した。 

 

作成者  

小倉北区役所コミュニティ支援課 地域・人づくりアドバイザー 土田 トシヱ 

      〃         地域・人づくり担当補佐   三浦 奈緒 
 

意見交換会 

着ぐるみいぼりんができるまで 

ぬっきーマントークディスカッション 

子どもたちの登校を見守るいぼりん 

記念フォトフレーム 
はい、チーズ！ 地域活動いぼりんバッジで 

活動を“見える化  

いぼりんうちわ 
制作中 

センタークラブが 
作ってくれた 

いぼりんみこし ”
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市民センターにおける生涯学習事業 

区 小倉北区 センター名 桜丘市民センター・富野市民センター 

 

事業・活動名  

生涯学習市民講座「いちごネットまつり」 

 

事業・活動の背景とねらい・目的  

富野校区は北九州市内でも出生率が高く、子育て支援に対するニーズが特に高い地域であ

る。こうした中、富野中学校区内の市民センター２館（館長・職員・子育てサポーター）

と６つの保育施設、主任児童委員、歯科医等で構成される「いちごネット」は、日常的に

情報交換や連携を行い、地域の子育て支援の充実を図っている。 

「いちごネットまつり」は、子育て中の保護者が安心して集い交流できる場を拡げるとと

もに、育児に関する不安の軽減を図ることを目的として、年１回開催している 

 

取組内容  

・会場は桜丘市民センターと富野市民センターを 1 年ごとに交互に使用。 

・内容は自由遊び、パネルシアター、読み聞かせ、手遊び・わらべうた、子育て相談・身

体測定（保健福祉課）、お口のチェック（歯科医）、ベビーマッサージ（外部講師）など、

１時間半のプログラム。 

・いちごネットのメンバーが協力して企画・運営し、事前打ち合わせや終了後の振り返り

会議も実施している。 

 

成果・効果  

・いちごネット全体で広報を行ったこともあり、多くの親子が参加し、今まで出会うこと

のなかった保護者同士の交流も見られた。また、ベビーマッサージやお口チェックなど

のプログラムを通して、育児に関する知識や気づきを得る機会となり、不安の軽減にも

つながった。 

・２館の館長や子育てサポーターが一緒に大型紙芝居を読み聞かせるなど協力意識が高

まり、その後の保護者向けの講座では、片方のセンターからもう片方の子育てサポータ

ーに応援を要請するなど、協力体制ができてきたことが実感された。 

・「いちごネットまつり」を通して、ネットワーク機関同士の連携がさらに強化され、地

域の子育て支援体制が一層充実した。 

 

今後の取組  

年１回の「いちごネットまつり」を継続し、ネットワークの連携をさらに深めるとともに、

地域の子育て支援を充実させる。 

 

他地域展開を見据えた視点・ポイント  

・近隣の市民センター同士で協力して事業を実施することで、事業内容の充実や参加者の

拡大につながるだけでなく、講座運営時の応援など、その後の取り組みへの波及も期待

できる。 

・日常的に地域の施設等と顔の見える関係を築くことで、地域全体の子育て支援の充実に

つながる。 
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活動の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域・人づくりアドバイザー、地域・人づくり担当補佐の関わり  

・保護者の学びにつながる機会となるよう、ベビーマッサージの講師紹介など事業実施に

あたっての支援を行った。 

・当日は会場に赴き、子育てサポーターとともに、保護者の参加を促すような声掛けや子

どもたちの見守りを行った。 

 

作成者  

小倉北区役所コミュニティ支援課 地域・人づくりアドバイザー 土田 トシヱ 

      〃         地域・人づくり担当補佐   三浦 奈緒 
 

開始前のミーティング 

普段のフリースペースでは使用しない 
いちごネットまつり専用ダンボールハウス 

ベビーマッサージは 
別室の和室で実施しました 

保育施設の先生による 
手あそび歌 

２館の館長と子育てサポーターさんによる 
大型紙芝居の読み聞かせ 

 

いちごネットまつりスケジュール 

歯科医による 
お口のチェック 
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